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現
在
は
、
子
ど

も
を
持
つ
家
庭
の

状
況
が
核
家
族
化

し
て
お
り
、
昔
の

よ
う
な
近
所
づ
き

合
い
な
ど
の
人
間

関
係
が
築
き
に
く

い
時
代
で
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
町

で
は
、
お
母
さ

ん
や
子
ど
も
が
明

る
く
成
長
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
そ

の
一
環
と
し
て
先

月
ス
タ
ー
ト
し
た

「
つ
ど
い
の
広
場
」

に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
「
町
内
で
、
同
じ
よ
う
に
子
育

て
し
て
い
る
仲
間
を
つ
く
り
た

い
。」、「
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ

く
ら
い
の
子
ど
も
が
周
り
に
い
な

い
。」、「
育
児
の
情
報
交
換
を
し

た
い
。」等
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
お
母
さ
ん
は
多
い
は
ず

で
す
。
そ
の
悩
み
を
解
消
し
、
お

母
さ
ん
た
ち
の
仲
間
づ
く
り
の
場

の
提
供
に
な
れ
ば
と
、
町
で
は
５

月
９
日（
月
）か
ら「
つ
ど
い
の
広

場
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
つ
ど
い
の
広
場
」で
は
、
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
堺
陽
子
さ

ん
が
、
子
育
て
の
悩
み
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
親
子
で
リ

ズ
ム
遊
び
や
手
遊
び
な
ど
を
行
う

　

ま
た
、「
つ
ど
い
の
広
場
」で
は
、

育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
の
働
き
か
け

や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、

お
母
さ
ん
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
に
は
、
４
つ
の
育
児

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
ま
す
。サ
ー
ク
ル
で
は
、

参
加
親
子
同
士
で
い
っ
し
ょ
に
遊

び
な
が
ら
、
育
児
の
情
報
交
換
を

行
う
ほ
か
、
季
節
ご
と
に
、
遠
足
、

い
ち
ご
狩
り
、
プ
ー
ル
、
芋
ほ
り

な
ど
を
計
画
し
活
動
し
て
い
ま

□
い
つ
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の
？

●
実
施
日　

毎
週
月
・
水
・

金
曜
日（
年
末
年
始
、祝
祭
日
、

保
健
事
業
の
あ
る
日
は
除
く
）

●
場
所　
鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

□
誰
が
利
用
で
き
る
の
？

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者（
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
）

□
利
用
料
は
？　
無
料
で
す
。

広報かがみいし　平成17年６月号 広報かがみいし　2005年６月号

□
何
を
や
っ
て
い
る
の
？

１　

子
育
て
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
や
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
電
話
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

２　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

親
子
で
気
軽
に
集
ま
り
自

由
に
遊
ん
だ
り
交
流
で
き
る

サ
ロ
ン
で
す
。開
設
時
間
は
、

午
前
10
時
か
ら
11
時
ま
で

と
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

３　

子
育
て
講
座

　

毎
月
、
遊
び
や
子
育
て
に

関
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

４　

育
児
サ
ー
ク
ル
支
援

　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
母
さ

ん
方
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

す
。
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
を
希
望

し
て
い
る
方
は
、「
つ
ど
い
の
広

場
」ま
た
は
、
町
健
康
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
各
サ
ー
ク

ル
の
連
絡
先
を
紹
介
し
ま
す

　

育
児
に
不
安
や
悩
み
は
つ
き
も

の
で
す
。一
人
で
考
え
込
ま
ず
に
、

み
ん
な
で
そ
の
悩
み
を
共
有
し
ま

し
ょ
う
。
悩
ん
で
い
る
の
が
自
分

だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
解
決

方
法
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
「
つ
ど
い
の
広
場
」が
ス
タ
ー
ト

し
て
約
１
ヶ
月
。
子
育
て
に
悩
み

を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
。
お
友
だ

ち
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
。
ぜ
ひ
、「
つ
ど
い
の
広
場
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
も
今
後
い
っ
そ
う
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
、
子
育
て
で

き
る
喜
び
や
、
楽
し
み
を
持
て
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

●
町
健
康
福
祉
課

　

☎
62̶

２
１
１
５

　

●
つ
ど
い
の
広
場

　

☎
62̶

４
１
３
２

「
子
育
て
講
座
」を
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
開
催
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、

下
の「
つ
ど
い
の
広
場
Ｑ
＆
Ａ
」を

参
照
。）

お
母
さ
ん
た
ち
の

仲
間
づ
く
り
の
場

お
母
さ
ん
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

＝
「
つ
ど
い
の
広
場
」
が
ス
タ
ー
ト
＝

                 

５月９日より

つ
ど
い
の
広
場
に

参
加
し
よ
う

子育てアドバイザー
堺 　 陽 子 さん

実施日 時　間 内　容 対　象

6/29
(水）

10：00～
11：30

赤ちゃん
講座

6か月～
12か月児

7/15
(金） 〃 手作りおも

ちゃで遊ぼう
１歳半～
就学前の幼児

9/21
(水） 〃 おやつを作ろう １歳半～就学前の幼児

9月までの予定

申込み制（つどいの広場に申込み用紙があります）

　つどいの広場がスタ－トして、約１ヶ月
が過ぎましたが、ここにお見えになられる
お母さんとお子さんも徐々に増えてきまし
た。ここに来た当初は、お母さんにべった
りで、常に後追いをしていたお子さんも友
だちができるようになって楽しく遊んでい
ます。また、お母さん方からも、育児スト
レスの解消になるという、うれしい声を聞
くことができました。
　これからも、これまでの保育士としての
経験を生かして、子育て中のお母さん方の
お手伝いをしていきたいと思います。この
広場がお母さん方の心のオアシスになれば
と思っています。みなさんお気軽にいらっ
しゃってください。

　つどいの広場に来てから、子ど
もが一人で遊んでいた時とは違い、
同じ年や年下の子どもたちと接す
ることができるので、少しずつ、お 
兄ちゃんらしく成長してきてい
るように思います。また、子ど
もだけでなく、自分にとっても
ストレス解消になります。先
生も優しく遊んでくれるので、
つどいの広場に行くのを楽し
みにしています。

　つどいの広場には、子育て
をしているお母さんのお友達
をつくりたいなと思って参加
しました。ここでは、経験豊
富な子育てアドバイザ－の先
生や同じ子育て中のお母さん
方がたくさんいらっしゃるの
でいろいろなことが相談でき
てよかったです。子育て講
座も子どもが大変よろこん
でくれるので、これからも
どんどん利用していきた
いです。

吉成美香子さん（本町）飯 島 和 美さん（旭町）

子育て講座で楽しくふれ合う親子
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お
祭
り
初
日
の
13
日（
月
）に

６
月
13
日（
月
）〜
19
日（
日
）

　

町
で
は
、
６
月
13
日（
月
）か
ら
19
日（
日
）ま
で
の
７
日
間
、
鳥
見
山

公
園
で
、
鏡
石
あ
や
め
祭
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、

フ
ロ
ー
ラ（
花
の
女
神
）の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て「
あ
や
め
」

の
普
及
と「
や
す
ら
ぎ
」と「
う
る
お
い
」あ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
期
間
中
、
会
場
と
な
る
鳥
見
山

公
園
は
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
か
ら

　

会
場
と
な
る
鳥
見
山
公
園
で

は
、
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
６
月

中
旬
と
も
な
る
と
、
４
万
株
も
の

町
花「
あ
や
め
」が
咲
き
誇
り
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
南
側

の
花
壇
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

の
植
栽
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

色
と
り
ど
り
の
季
節
の
花
が
会
場

に
訪
れ
る
人
々
の
目
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

シリーズ 

No.4

　町の安全のために活躍しているみなさんの
活動内容や防犯対策についてお知らせするコ
ーナーです。今月は、自転車盗難対策について
お知らせします。 

　

昨
年
、町
の
犯
罪
原
因
の
中
で
、

最
も
多
い
も
の
が
何
で
あ
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

　

答
え
は
、
自
転
車
盗
難
。
今
年

４
月
末
現
在
で
は
、
前
年
同
時
期

14
件
か
ら
３
件
と
11
件
減
少
し

て
い
ま
す
が
、昨
年
１
年
間
で
は
、

全
刑
法
犯
２
３
２
件
中
、
59
件

で
全
体
の
４
分
の
１
を
占
め
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
通

勤
・
通
学
時
に
自
転
車
を
よ
く
利

用
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
自
転
車
盗
難
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
次
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
カ
ギ
を
必
ず
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
に
堅
固
な
カ
ギ
を
き
ち

ん
と
か
け
る
こ
と
が
盗
難
防
止
の

基
本
で
す
。

②
ツ
ー
ロ
ッ
ク
が
ベ
ス
ト
で
す
。

　

自
転
車
の
カ
ギ
を
壊
し
て
盗
む

者
が
多
い
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な

ど
を
利
用
し
て
自
転
車
の
２
箇
所

に
カ
ギ
を
か
け
る（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）

と
よ
り
安
全
で
す
。

③
駐
輪
場
で
は
、
人
目
に
付
き
や

す
い
場
所
に
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

他
人
の
視
線
は
犯
罪
の
防
止
に

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
人

や
通
行
人
か
ら
見
え
や
す
い
場
所

町の犯罪発生件数（１月～４月のトータル） 
須賀川警察署調べ

区　　分 17年
トータル 前年同期 増減 増減率

空 き 巣 0 1 － 1
忍 込 み 1 0 1
自 動 車 盗 0 2 － 2 － 100％
オートバイ盗 0 0 0 ０％
自 転 車 盗 3 14 － 11 － 79％
車 上 ね ら い 13 11 ＋ 2 ＋ 18％
自販機ねらい 3 6 － 3 － 50％

計 20 34 － 14 － 41％
全 刑 法 犯 35 65 － 30 － 46％

あやめ祭りの会場となる鳥見山公園

４
万
株
の
あ
や
め
が

み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
岡
ノ
内
幼
稚

園
児
が
花
の
植
栽
を
し
ま
す
。　

　

18
日（
土
）か
ら
は
、
鳥
見
山

体
育
館
内
で
町
内
の
文
化
芸
能
団

体
に
よ
る
文
化
芸
能
祭
や
物
産

コ
ー
ナ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
メ
イ
ン
と
な

る
19
日（
日
）に
は
、
町
観
光
協

会
主
催
の
あ
や
め
撮
影
会
、
ガ
ー

デ
ン
デ
ザ
イ
ン「
森
の
風
」、
菊
地

裕
美
先
生
に
よ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
習
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
や
、
あ
や
め
株
式
会
社
に
よ

る
、あ
や
め
の
株
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

各
種
団
体
に
よ
る
地
元
農
産
物
の

販
売
や
出
店
、
津
軽
三
味
線
の
演

奏
や
鏡
踊
爛
會
の
演
舞
な
ど
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

町
観
光
協
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

　

☎
62̶

２
１
１
８

　

が
ん
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
に
進
行
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
定
期
的
な
検
診
が
、
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
と

て
も
有
効
で
す
。
町
で
は
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
同
時
に

行
う
女
性
検
診
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

20
歳
代
の
若
い
人
に
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
性
交
渉

や
出
産
な
ど
の
際
に
、
性
感
染
症

で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル

ス（
通
常
の
性
行
為
に
よ
っ
て
一

般
の
人
々
に
広
く
感
染
す
る
）に

よ
っ
て
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
子
宮

が
ん
検
診
の
対
象
者
の
年
齢
が
、

今
年
度
か
ら
20
歳
以
上
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
該
当
さ
れ
る

方
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
40
〜
50
歳
代
の
女
性

に
と
っ
て
最
も
多
い
が
ん
の
死
亡

原
因
は
乳
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
検

診
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳

房
専
用
Ⅹ
線
撮
影
）に
よ
る
検
診

を
行
い
ま
す
。
小
さ
な
し
こ
り
で

も
撮
影
で
き
る
の
で
早
期
に
が
ん

を
発
見
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
２
年
に

１
回
の
検
診
で
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
覚
え
や
す
い
よ
う
に
20

歳
、
22
歳
・・・
40
歳
、
42
歳
・・・

の
よ
う
に
、
そ
の
年
度
の
時
に
偶

数
年
齢
に
な
る
年
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

（
※
今
年
度
に
つ
い
て
は
奇
数
年

齢
で
も
受
診
は
可
能
で
す
。）

　

子
宮
が
ん
は
、
発
生
す
る
部

位
に
よ
っ
て
種
類
が
異
な
り
ま

す
。

　

子
宮
の
入
口
に
あ
た
る
頸
部

（
け
い
ぶ
）に
で
き
る
子
宮
頸
部

が
ん
と
、
子
宮
の
奥
に
あ
た
る

体
部
の
内
膜
に
で
き
る
子
宮
体

部
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
部
が
ん

の
発
生
年
齢
は
30
〜
40
歳
代

が
ピ
ー
ク
で
す
が
、
最
近
で
は

□
検
診
日
時

①
７
月
28
日（
木
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜

10
時
、
午
後
１
時
〜
２
時

②
７
月
29
日（
金
）

　

受
付
時
間　

午
後
１
時
30

分
〜
２
時

□
場　

所　

町
公
民
館

□
検
診
対
象
者

①
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
の
女
性

②
乳
が
ん
検
診　
　

　

40
歳
以
上
の
女
性

（
※
乳
が
ん
検
診
の
み
、
検
診
で

き
る
人
数
に
制
限
が
あ
る
た
め

希
望
者
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

③
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

40
歳
以
上
の
方

□
検
診
料

①
子
宮
頸
が
ん
検
診　

６
０
０
円

②
乳
が
ん
検
診　
　
１
’０
０
０
円

③
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

４
０
０
円

□
申
込
期
限　

６
月
10
日（
金
）

（
※
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
で
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。）

□
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
福
祉
課

　

☎
62̶

２
１
１
５

に
自
転
車
を
と
め
る
こ
と
も
お
勧

め
で
す
。

④
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

特
徴
が
す
ぐ
わ
か
る
の
で
、
万
が

一
盗
ま
れ
た
際
の
届
出
に
役
立
ち

ま
す
。

　

盗
ん
だ
自
転
車
を
犯

人
が
乗
っ
て
い
る
、
空

き
地
等
に
放
置
し
た
場

合
等
、
自
転
車
の
防
犯

登
録
か
ら
、
持
ち
主
が

わ
か
る
の
で
す
ぐ
返
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
登
録
を

し
て
い
る
と
、「
登
録

者
の
名
前
や
電
話
番

号
」か
ら
、
盗
ま
れ
た

自
転
車
の
車
体
番
号
や

期　日 内　　容 時　間 場　　所

13日(月)
オ－プニングセレモニ－
　●岡ノ内幼稚園児に
　　よる記念植栽

午前10:00～ 鳥見山公園
あやめ園

18日（土）
～

19日(日)

文化芸能祭
●文化祭
　•各種作品展示
　•岩瀬農業コーナー
　•あやめコーナー
　•かがみコーナー
●芸能音楽祭（18日のみ）

午前10:00～
午後 4:00

鳥見山
体育館

19日（日）

ガーデニング講習会
（鉢植えの実践講習会）
講師：ガーデンデザイン
　　　「森の風」
　　　菊地裕美先生

午前10:00～
正午まで

鳥見山公園
芝生広場

あやめ撮影会 午前10:00
～午後3:00

鳥見山公園
あやめ園

アトラクション
●鏡踊爛會の
　　「よさこい演舞」
●津軽三味線演奏
（小山流師範小山貢英氏）

午後10:30～ 鳥見山公園

あやめ株式会社によるア
トラクション
●あやめの株のプレゼント
●ビンゴゲーム大会

午後 1:30～ 鳥見山公園
芝生広場

各種団体による出店コーナー 午前10:00～午後 3:00
鳥見山公園
芝生広場

鏡石あやめ祭り日程表

女性検診の
お知らせ

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

広報かがみいし　平成17年６月号

定期的に体のチェックを

｛



　家族経営協定書締結調印式が、５月19日（木）午後２時か
ら町役場で行われました。
　家族経営協定は、経営主と妻、後継者などお互いの地位や
役割を明確にし、近代的な家族経営を実現するために、就業
条件や経営の役割分担等に関して家族で話し合い、文書で取
り決めるルールのことです。
　今回、協定書を交わしたのは、豊郷の渡辺隆嗣、智江子夫
妻、弟の隆司さん、父親の義弘さん、母親のアキ子さんで木
賊町長や今泉文克農業委員会会長、五十嵐竹男須賀川農業普
及所長が立会人となり協定書に調印しました。

協定書に調印する渡辺さんご家族

家
族
経
営
協
定
書

締
結
調
印
式

旭日双光章を受賞した長田守央さん（右）

　

平
成
17
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光

章
を
受
賞
し
た
長
田
守
央
さ
ん
が
、
５

月
２
日（
月
）町
役
場
を
訪
れ
、
木
賊
町

長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

長
田
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
６
月
に

地
域
住
民
か
ら
推
薦
さ
れ
て
鏡
石
町
長

に
初
当
選
以
来
、
３
期
12
年
に
わ
た
っ

て
在
職
し
、
自
治
振
興
・
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
・
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
同
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
賊
町
長
を
は
じ
め
と
す

る
町
幹
部
が
長
田
さ
ん
を
出
迎
え
、
受

賞
を
祝
い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
で

長
田
守
央
さ
ん
受
賞

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で

広報かがみいし　平成17年６月号

　

第
17
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
、

５
月
26
日（
水
）午
前
９
時
か
ら
鳥
見

山
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
行
政
区
か
ら
60
歳

以
上
の
方
、
約
５
０
０
名
が
参
加
。
空

き
缶
釣
り
競
走
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ
ー

な
ど
７
種
目
を
楽
し
く
行
な
い
ま
し

た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
優　

勝　

鏡
田
長
寿
会

□
準
優
勝　

高
久
田
ニ
コ
ニ
コ
会

□
３　

位　

笠
石
福
寿
会

□
４　

位　

豊
郷
豊
寿
会

鏡
田
長
寿
会
が
優
勝

第
17
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
祭

受賞の喜びを報告する塩田館長（右）

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰（
子
ど
も
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
・
団
体
表

彰
）を
受
賞
し
た
、
町
図
書
館
の
塩
田

重
雄
館
長
が
、
４
月
27
日（
水
）午
前

９
時
に
町
役
場
を
訪
れ
、
木
賊
町
長

に
受
賞
の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

町
図
書
館
は
、
学
校
週
５
日
制
に

対
応
し
、
読
み
聞
か
せ
会
や
子
ど
も

映
画
会
な
ど
を
定
期
的
に
開
く
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
、
赤

ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町
図
書
館
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
受
賞

7 6
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店長、スタッフ一同 

　父親が以前、須賀川でラーメン店「満福」

を営んでおりました。 

　その味を引き継いで今年鏡石に「中華

食菜シェイシェイ」を出店、半年が経過

しました。これからもみなさまに愛され

るお店を目指し努力していきます。よろ

しくお願いします。 

　

近
年
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
転

出
届
や
転
入
届
を
行
い
、
不
正
に

保
険
証
や
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取

得
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
が
全
国

的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
虚

偽
の
届
出
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

各
市
町
村
窓
口
に
お
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
の
実
施
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

鏡
石
町
で
は
６
月
１
日
か
ら
、

窓
口
へ
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
届
出
に
来

ら
れ
る
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
お

手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
実
施
期
日

平
成
17
年
６
月
１
日
か
ら

□
対
象
と
な
る
届
出

①
転
入
届
、
②
転
居
届
、
③
転
出

届
、
④
世
帯
変
更
届

□
本
人
確
認
の
対
象
者

　

窓
口
に
届
出
書
を
持
参
し
た
方

（
代
理
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

□
本
人
確
認
の
方
法

　

顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の
提

示
に
よ
り
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
・
旅
券（
パ
ス
ポ
ー

ト
）・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
、
官
公
署
発
行
の
も
の
。

□
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

　

後
日
、
異
動
者
に
対
し
、
届
出

を
受
理
し
た
旨
の
通
知
を
郵
送
い

た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
税
務
町
民

課　

☎
62̶

２
１
１
２

６月１日より

住民異動届出時の
本人確認にご協力を

　５月24日（火）午前11時30分から満百歳を迎えた、並木タ
ケさん（鏡沼）の百歳高齢者知事賀寿表彰が行われました。
　県中保健福祉事務所、町社会福祉協議会、県・町老人クラ
ブ連合会、鏡田長寿会から賀寿と記念品などが贈呈され、ま
た、町からは敬老証書と敬老祝金が贈られました。
　最後に、家族を代表して、長男の並木衛さんが「地域のみ
なさんのおかげで母も百歳を迎えることができました。今後
は、病気をしないよう安らかに生活を送ってもらいたい。」と
謝辞を述べました。

木賊町長から敬老証書を受け取る並木さん

並
木
タ
ケ
さ
ん（
鏡
沼
）

満
百
歳
で
表
彰

楽しく競技を行う参加者のみなさん
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「「
直
売
所
あ
や
め
」の
当
番
の

日
は
会
員
の
方
々
や
お
客
さ
ん
と

の
ふ
れ
合
い
が
楽
し
い
の
で
、
こ

の
仕
事
を
で
き
る
だ
け
長
く
続
け

た
い
で
す
ね
。」と
話
す
滝
田
さ

ん
。

　

滝
田
さ
ん
は
、
４
月
に
須
賀
川

市
に
な
っ
た
旧
長
沼
町
の
出
身
で
、

鏡
石
町（
※
当
時
は
鏡
石
村
）に
嫁

い
で
約
45
年
が
過
ぎ
た
そ
う
で

す
。
嫁
い
で
く
る
と
き
は
、ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
っ
て
親
戚
に
送
ら

れ
て
き
た
そ
う
で
、
鏡
石
町
は
、

電
車
も
走
っ
て
い
た
し
、
国
道
も

通
っ
て
い
た
の
で
ず
い
ぶ
ん
都
会

に
来
た
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

嫁
い
だ
当
時
は
、
農
作
業
を
行

う
に
も
、
現
在
の
よ
う
な
機
械
が

な
く
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
が

「
あ
の
頃
は
、
農
業
と
い
う
仕
事

自
体
が
将
来
に
期
待
の
持
て
る
時

代
だ
っ
た
の
で
頑
張
り
が
い
が
あ

り
ま
し
た
ね
。」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
滝
田
さ
ん
の
趣
味
は
、

大
正
琴
。
現
在「
鏡
田
ふ
れ
あ
い

会
」に
加
入
し
、
農
閑
期
に
大
正

琴
の
練
習
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。「
現
在
、
会
員
は
13
名
。
大

正
琴
を
弾
く
の
は
も
ち
ろ
ん
楽
し

い
で
す
が
、
会
員
の
人
た
ち
と
世

間
話
を
し
た
り
旅
行
な
ど
を
し
た

り
で
き
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、「
私
は
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
町
民
プ
ー
ル「
す
い
す

い
」を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
に
も
、
町
民
み
ん
な
で
利
用
で

き
る
温
泉
施
設
が
あ
る
と
い
い
で

す
ね
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
滝
田
さ
ん
の
紹
介
で

岡
ノ
内
の
土
井
久
美
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

で
い
う
と
剛
柔
流
と
い
う
流
派

で
、
最
も
歴
史
の
あ
る
空
手
の
一

つ
だ
そ
う
で
す
。

　

講
師
の
古
川
さ
ん
と
吉
田
さ
ん

に
お
話
を
聞
い
て
み
る
と
、「
み

な
さ
ん
空
手
と
い
う
と
、厳
し
い
、

怖
い
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
空
手
す
る
こ

と
で
、
自
然
と
礼
儀
や
ル
ー
ル
が

身
に
つ
き
ま
す
し
、
集
中
力
や
精

神
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
鏡
石
拳
和
会

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
30
名
が

所
属
し
て
お
り
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

５
月
16
日（
月
）練
習
会
場
で

あ
る
、
鏡
石
一
小
体
育
館
に
足
を

運
ぶ
と
、「
エ
イ
！　

エ
イ
！
」と

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
体
育

館
内
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

 

空
手
は
、
沖
縄
に
伝
来
し
た
中

国
明
代
の
拳
法
が
、
沖
縄
の
古
武

道
と
合
体
し
て
発
達
し
た
武
術
で

す
が
、
拳
和
会
は
、
空
手
の
流
派

　血液中の水分が減って、血液がネバネバしてくると、
血液の流れが悪くなり、血栓（血の塊）ができやすくな
ります。
　心筋梗塞や脳梗塞、エコノミークラス症候群（狭い
空間の中で同じ姿勢で長時間いることによって足にで
きた血栓が肺にとんで肺の血管を詰まらせる）などの
怖い血栓症を招きます。これらの病気には前兆がほと
んどありません。しかし、ちょっとした心がけで血栓
をできにくくすることができるのです。それは、水を
十分飲むこと。
　私たちは通常、みそ汁やお茶など食事中の水分も含
めれば、１日に1.5リットルほどの水分をとっていま
す。体内の老廃物や毒素を積極的に排出したいのであ
れば、食事中の水分以外に、１日に１～1.5リットル
の水を飲むことが理想。もちろん、１度に大量に飲む
のではなく、なるべく等間隔に時間を置いて、コップ
７～８杯くらい飲むのがいい方法です。ただし、腎臓
が悪い方にこの方法はおすすめできません。大量の水
分は腎臓への負担になるからです。
　体内に蓄えられている水分を必要なときに出してく
れる組織は、主に筋肉です。ですから、筋肉の少ない
高齢者や乳児は、水分の補給が止まると、すぐに脱水
症状を起こしてしまうのです。水分の足りない血液で
は、動脈硬化も起こりやすくなり、体全体の調整能力
が衰え、転倒しやすくなることがわかっています。そ
こで、高齢者の転倒予防には足腰を鍛えるとともに動
脈硬化対策が必要。動脈硬化を予防し、体の能力を高
めるためにも水分補給は欠かせません。
　これからは、汗ばむ季節がやってきます。とくに高
齢者は、のどの乾きを感じにくく、十分な水分補給を
しないまま脱水状態になることがあります。のどの乾
きがなくても定期的に水分をとりましょう。
　「水の代わりにビール？」残念ですが、アルコールに
は利尿作用があり、飲んだ以上に体に必要な水分が短
時間で失われますのでご注意を！

□団 体 名：鏡石拳和会空手スポーツ少年団
□活動日時：毎週月・水曜日　午後６時～８時
□活動場所：鏡石一小体育館
□連 絡 先：町公民館（☎ 62－ 2031）

今月のお題

「水を飲んで
血栓予防」

滝 田 初 枝さん（大池）

………○224町民リレー

６月５日（日）、20日（月）、７月３日（日）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程 税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口業務延長



　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
採
用
の

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
職　

種　

行
政
職（
大
学
卒
程
度
）

□
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

□
募
集
期
間　

　

５
月
26
日（
木
）か
ら
６
月
24
日

（
金
）ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
６
月

22
日（
水
）ま
で
消
印
が
あ
る
も
の
。

□
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）

□
試
験
の
期
日
と
場
所

●
第
１
次
試
験　

７
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

福
島
大
学

●
第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
予
定

 

（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）、
町
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
予
定

□
試
験
内
容

●
第
１
次
試
験　

教
養
試
験
と
適
性

　

検
査

●
第
２
次
試
験　

面
接
・
小
論
文
他

□
受
験
手
続

①
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
大
学

卒
程
度
試
験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱

書
し
、
80
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
方
法

　

受
験
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
鏡
石
町
役

場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
す
る
場
合
は
、
80
円
切
手
を

は
っ
た
自
分
宛
の
封
筒
を
同
封
し
、
そ

の
表
に「
大
学
卒
程
度
試
験
申
込
」と

朱
書
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
役
場
総
務
課

　

☎
62̶

２
１
１
１

□
子
ど
も
映
画
会

●
日　

時　

６
月
４
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
上
演
作
品

　
『
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ニ
モ
』

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日　

時　

６
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
話
し
手　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内　

容　

す
ば
な
し『
オ
オ
カ
ミ

く
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
』

□
み
ん
な
の
造
形
教
室

●
日　

時　

６
月
26
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
講　

師　

絵
本
・
造
形
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

清
先
生

●
内　

容　
『
か
え
る
の
に
ち
よ
う

び
』

●
持
ち
物　

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
色

ペ
ン（
色
え
ん
ぴ
つ
、ク
レ
ヨ
ン
等
）、

の
り

□
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー
は

『
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
』で
す
。

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
17
年
７
月
10
日
執
行
の「
鏡

石
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
」

の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
関
係
者
の
方

は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

６
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

□
場　

所　

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
選
挙
管
理
委

員
会　

☎
62̶

２
１
１
１

町
職
員（
大
学
卒
程
度
）

募
集

図
書
館
だ
よ
り

よ　ろ　こ　び

か　な　し　み

慶弔 4月受付分

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

□
日　

時　

６
月
23
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

□
場　

所　

鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

□
献
血
の
種
類　

２
０
０
㎖
、４
０
０

㎖
、
成
分
献
血

□
献
血
で
き
る
方　

　

採
血
基
準
表
の
と
お
り
で
す
が
、

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
過

去
５
年
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に

限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
変
異
型
ク
ロ

イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
伝
播

防
止
の
た
め
、
英
国
滞
在
歴
の
あ
る

方
や
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
方
等
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉
課

☎
62̶

２
１
１
５

　

６
月
は
、
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
で
す
。
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
撲

滅
す
る
た
め
に
は
、
未
然
防
止
活
動

の
環
を
拡
大
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が「
不
法
投
棄
は
絶
対
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

町
全
体
、
県
全
体
に
監
視
の
網
を
張

り
巡
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

所
有
地
に
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ

う
、
常
に
見
回
り
と
管
理
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。「
あ
ら
ま
！
」と
な
ら

な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
監
視
し
、
警

戒
し
ま
し
ょ
う
。

（
不
法
投
棄
：
５
年
以
下
の
懲
役
又

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先

●
町
健
康
福
祉
課（
あ
ら
ま
隊
本
部
）

　
　
　
　
　
　

☎
62̶

２
１
１
５

●
須
賀
川
警
察
署
鏡
石
交
番　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
62̶

２
０
１
２

古紙 100％再生紙

発行/鏡石町　〒969－0492　福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345　�（0248）62－2111

毎週金曜日 19時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日

（17. 4. 30 現在）
     火　災       ２件　（６）
     救　急    155 件　（125）

（　）は前年同期の件数

「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

（全国統一防火標語）

b町 県 民 税（１期）
b国民健康保険税（１期）
b上下水道使用料（4・5月分）
の納入期限は６月30日（木）です。

◇　◇　◇　◇　◇
下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島
県商工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（17. 5. 1 現在）
                12,727人（＋８）
                6,215 人（＋８）
                6,512 人（＋０）
             3,910 世帯（＋ 15）

（　）は前月との比較

火災・救急事故 今 月 の 納 税 人口と世帯数 交 通 事 故 

（17. 4. 30現在）
  件　数    27件    （28）
  死　者    ０人    （１）
  傷　者    40人    （39）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　469日～

　従来、幼児（３歳）から中学生までを対
象に実施していた日本脳炎予防接種につ
いて、市町村による接種勧奨を中止する
ように緊急勧告がありましたのでお知ら
せします。
□問い合わせ先　町健康福祉課
　　　　　　　　☎ 62－ 2115

日本脳炎予防接種について 農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

献
血
に
ご
協
力
を

広報かがみいし　平成17年６月号

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

採血基準表

採血
基準表

成分献血 全血献血

血しょう
献血

血小板
献血

200㎖
献血

400㎖
献血

年　齢 18歳～ 64歳 18歳～ 54歳 16歳～ 69歳 18歳～ 69歳

体　重 男　性　　45㎏以上
女　性　　40㎏以上

男性・女性
50㎏以上

「EM」生ごみリサイクル講習会
　毎日、台所から出る生ごみで家庭菜園や花づくりを
楽しんでみませんか。家庭でできる環境ボランティア
の一員として、ぜひご参加ください。
□日　時　７月５日（火）　午前９時30分～11時30分
□場　所　町老人福祉センター
□参加費　無料（参加者にＥＭぼかし１袋進呈）
□問い合わせ先　町健康福祉課　☎62－2115

 地区 赤ちゃん お父さん お母さん
 久来石 星 　 春

はる

歌
か

光 彦 陽　子
 鏡石１ 太 田 幸

ゆ

希
き

健 二 くみ子
鏡石２ 石 森 亜

あ

弥
や

努 江 美
鏡石４ 渡 辺 想

そ

星
ら

光 徳 広　美
鏡 田 小 山 優

ゆう

太
た

絢 也 美智子
旭　町　 増子さくら 勝 広 優　子
さかい 吉 田 遥

はる

香
か

博 明 めぐみ

 地区 花むこさん 花よめさん
鏡石３ 皆 川 雄 次 （齋藤）　恵　
鏡　田 高 橋 一 則 （中島）千　明
 〃 西間木 和 昭 （影山）留　美
成　田 滝 口 智 雄 （笹川）香　織
旭　町 大 木 俊 宏 （池田）李　香
さかい 伊 藤 　 玲 （深谷）理　恵

 地区 氏　名 年齢
鏡石１ 武 田 ア ヤ 子 56
 〃 斎 藤 シ メ 80
 〃 橋 本 和 子 77
 鏡　田 山野辺 喜 代 88
 〃 阿 部 義 衛 54
 成　田 横 田 安 代 101
 〃 𠮷 田 茂 樹 92
旭　町 矢 沢 ミトリ 87
 〃 小 澤 マ サ ヱ 90

お　い　わ　い

11 10

INFORMATION

□３～４か月児健康審査
日時　６月15日（水） 午後１時30分～
場所　公立岩瀬病院
□１歳６か月児健康診査
日時　６月22日（水） 午後１時15分～
場所　鏡石保健センタ－
□キッズビクス
日時　６月23日（木） 午前10時～
場所　児童館
※申込み制
□ペアレントクラス
日時　７月１日（金） 午後６時30分～
場所　町勤労青少年ホ－ム
□３歳児健康診査
日時　７月６日（水） 午後１時15分～
場所　鏡石保健センタ－

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ



このコーナーへ載せるイラストをお待ちしています。
どしどし応募してください。
■サイズ　はがき大　■応募先　役場総務課

渡
わた

辺
なべ

涼
りょう

介
すけ

くん（10か月）

　　　　（高久田）

いつもニコニコ笑顔の
涼ちゃんです。
（ママより）

12

表敬訪問で、町から「絵のぼり」
をプレゼント

向
むかい

田
だ

大
やま

翔
と

くん（１歳）

　　　　（岡ノ内）

お散歩大好き〝やまと〟くん
（ママより）

手巻き寿司づくりに挑戦

岩瀬農業高校での歓迎式典

楽しく会食する参加者

岩瀬農業高校で剣道を披露

　５月12日（木）岩瀬農業高校と姉妹校であるオランダ・ウェラントカレッジ
ホウテン校の先生・生徒一行12名が来町しました。両校は相互交流を深める
ため、１年おきに互いの学校を訪れ、技術や文化交流を深めています。ホウテ
ン校のみなさんは、５月12日（木）から17日（火）の滞在中、ホームステイをし
ながら町役場を表敬訪問したり、町国際交流推進協議会主催の交流会に出席し、
手巻き寿司をつくったり、岩瀬農業高校での授業体験や農場見学などを行い交
流を深めました。

農場見学
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